
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
医
史
学
展
開
催
期
間
中
に
向
か
い
側
の
展
示
室

で
、
期
間
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
興
福
寺
国
宝
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
延
べ
三
八
、
四
九
四
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
一
般
の
方
々

の
こ
の
分
野
へ
の
関
心
の
深
さ
を
窺
い
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
光

栄
な
事
に
、
医
史
学
会
総
会
に
来
福
さ
れ
た
会
員
の
方
々
に
も
多
数
見

学
し
て
頂
き
、
多
く
の
方
々
か
ら
「
立
派
な
展
示
会
だ
！
」
と
の
お
褒

め
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
成
功
裡
に
閉
幕
し
た
今
回
の
医
史
学
展
に

心
良
く
貴
重
な
資
料
を
お
貸
し
頂
い
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
心
よ

り
の
感
謝
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。
こ
の
方
々
の
ご
厚
意
が
無
け
れ
ば
、

今
回
企
画
し
た
医
史
学
展
の
開
催
は
到
底
不
可
能
な
も
の
で
し
た
。
ご

誌
面
を
お
借
り
し
て
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
「
近
世
の
医
学
と
棉
岡
の
医
家
」
展
開
催
準
備
委
員
佐
藤
裕
）

「
種
痘
医
北
城
諒
齋
顕
彰
碑
」
除
幕
式

平
成
九
年
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
牛
痘
種
痘
発
明
二
百
年
に
あ
た
り
、
十
一

月
三
日
、
栃
木
県
大
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お
い
て
、
那
須

地
区
種
痘
の
先
覚
者
北
城
諒
齋
顕
彰
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
年
、
新
制
那
須
郡
市
医
師
会
（
阿
部
敏
夫
会
長
）
は
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
記
念
碑
を
建
立
し
た
も
の

で
、
当
日
は
午
前
八
時
四
十
五
分
関
係
者
二
十
数
名
が
除
幕
式
に
参
列

し
た
。
ま
た
二
日
、
三
日
の
両
日
、
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
、
本
学
会
々
員
二
宮
陸
雄
氏
の
企
画
に
よ
る
「
種
痘
医
北
城
諒
齋

生
碑
同
志
文
」
が
、
ま
た
裏
面
に
は
諒
齋
の
業
績
を
讃
え
る
文
が
彫
ら

れ
て
い
る
（
別
掲
）
。

北
城
諒
齋
（
一
八
一
三
～
九
一
）
は
大
田
原
城
下
で
生
ま
れ
、
二
十
八

歳
の
時
江
戸
に
出
て
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
痘
苗
を
苦
心
の

末
に
入
手
、
二
年
後
の
嘉
永
四
年
に
那
須
に
お
い
て
初
の
牛
痘
種
痘
を

行
い
、
そ
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
そ
の
後
、
諒
齋
ら
の
努
力
に
よ
り
、

明
治
七
年
に
は
県
内
に
十
一
カ
所
の
種
痘
所
が
設
置
さ
れ
た
。

参
考
文
献

（
二
二
宮
陸
雄
「
種
痘
医
北
城
諒
齋
天
然
痘
に
挑
む
」
一
九
九
七
年
五

月
刊
、
平
河
出
版
社

（
二
）
那
須
郡
市
医
師
会
細
「
那
須
郡
市
医
師
会
の
あ
ゆ
み
新
制
五
十
周

年
記
念
」
一
九
九
七
年
十
一
月
刊

（
日
野
原
正
）

と
日
本
の
種
痘
」
展
が
開
催
さ
れ
、

三
日
午
前
十
一
時
か
ら
同
氏
に
よ

る
「
那
須
の
医
学
史
を
飾
る
人
々
」

と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。

記
念
碑
は
高
さ
一
・
二
メ
ー
ト

ル
の
黒
御
影
石
で
、
表
面
に
は
諒

齋
が
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に

ジ
ェ
ン
ナ
ー
を
讃
え
て
記
念
碑
を

作
ろ
う
と
し
た
文
案
「
日
納
爾
先
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碑の表面文

栃
木
縣
下
野
國
那
須
郡
大
田
原
宿

發
起
北
城
諒
斎

全
全
宿
全
芳
賀
郡
下
高
根
沢
村

賛
成
者
菊
池
済
安
全
酒
井
昌
篭

全
成
田
村
全
河
内
郡
宇
都
宮
町

全
大
貫
玄
亨
全
伊
東
祐
一

全
佐
久
山
全
都
賀
郡
宇
田
村

全
荒
井
貞
庵
全
掲
飼
三
省

全
黒
羽
町
全
壬
生
町

全
礎
良
三
全
斎
露
元
昌

全
烏
山
町
全
栃
木
町

全
川
膜
誠
全
粟
田
口
三
貞

全
塩
谷
郡
矢
板
村
全
全
町

全
柴
田
玄
仲
全
石
塚
玄
昌

全
芳
賀
郡
祖
母
ヶ
井
村

全
平
石
畿
三

日
鮪
爾
先
生
碑
同
志
文

丁
Ｆ

夫
レ
囲
直
ノ
人
間
上
二
大
功
徳
ア
ル
コ
ト
ハ
、
言
ヲ
竣
ズ
シ

テ
世
ノ
知
ル
処
ト
ハ
為
し
り
。
麹
斎
嘉
永
四
年
ヲ
以
テ
種
痘

一
一
従
事
シ
、
今
年
明
治
十
五
年
二
到
り
、
三
十
余
年
ノ
間
未

ダ
曾
一
工
日
モ
心
ヲ
菌
痘
二
用
イ
ザ
ル
コ
ト
無
シ
、
随
テ
施

術
ノ
数
モ
亦
幾
千
人
卜
云
一
一
及
ぺ
り
。
今
ヤ
我
郷
冑
年
小
児

ノ
酸
ヲ
見
ル
ー
宣
痕
ヲ
存
ス
ル
者
殆
ン
ド
希
ナ
ル
｜
一
到
り
シ

Ｆ
易

？
》

ハ
堂
歓
喜
ノ
樋
二
非
ズ
ヤ
。
喝
呼
此
大
功
徳
ヲ
我
国
一
一
付
与

万
四
■
ゆ
ず
勺
Ｉ

子
匹
み
８
４

セ
シ
者
ハ
其
誰
ゾ
ヤ
。
英
国
肝
屋
斯
箇
社
ノ
大
医
日
納
爾
氏

ナ
リ
。
先
生
一
タ
ビ
蹟
痘
ノ
法
ヲ
発
明
セ
ラ
レ
、
其
術
洽
ク

Ｆ
■
０

猪
州
一
一
伝
播
セ
リ
。
其
功
偉
ナ
リ
ト
云
ペ
シ
、
其
篭
大
ナ
リ

ト
云
ペ
シ
．
推
力
其
恩
ヲ
瞳
カ
ザ
ラ
ン
、
推
力
其
恵
ヲ
痕
ラ

ザ
ラ
ン
。
今
益
一
一
諒
斎
記
念
ノ
碑
ヲ
那
須
原
上
二
建
設
シ
、

一
ハ
以
テ
日
納
爾
先
生
ノ
大
功
篭
二
輻
ジ
、
一
ハ
以
テ
此
術

ノ
弥
々
尊
信
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
極
上
一
一
知
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
．

。
７
０
ｑ
『

魔
燈
ク
バ
江
湖
ノ
猪
君
左
一
一
祖
テ
比
挙
ヲ
賛
成
セ
ラ
レ
疎
斎

ガ
本
志
ヲ
シ
テ
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
メ
パ
、
大
幸
コ
レ
ョ

リ
甚
シ
キ
ハ
蕪
シ
ト
云
爾
。

明
治
十
五
年
三
月

碑の裏面文

協
賛
団
体

昭
和
五
十
五
年
（
’
九
八
○
）
世
界
保
健
機
関
は
天
然
痘
の

撲
滅
宣
言
を
し
た
。
寛
政
八
年
（
’
七
九
六
）
英
国
の
医
師

ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
融
痘
を
発
明
し
て
か
ら
一
八
四
年
が
過
ぎ
て

か
ら
で
あ
る
。
菌
痘
婿
が
日
本
に
伝
来
す
る
と
こ
の
那
須
野

の
地
に
も
大
田
原
藩
医
の
北
城
疎
斎
ら
を
中
心
に
畠
末
四
年
二

八
五
二
か
ら
活
発
に
接
種
活
動
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
諒

斎
は
予
防
医
学
の
始
祖
と
も
言
え
る
苗
痘
発
明
者
ジ
エ
ン
ナ

ー
の
偉
業
を
た
た
え
よ
う
と
楓
痘
医
た
ち
の
賛
同
を
得
て
県

下
の
町
村
に
表
記
の
文
車
を
配
布
し
碑
建
立
の
協
力
を
要
鯖

し
た
が
未
完
に
終
わ
っ
た
。

疎
斎
の
こ
の
崇
高
な
意
志
を
継
い
で
融
痘
発
明
二
百
年
と
新

制
那
須
郡
市
医
師
会
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
保
健
推
進
活

動
の
拠
点
で
あ
る
こ
の
地
に
碑
を
塵
て
地
域
医
寮
の
先
人
た

ち
の
医
篭
を
園
彰
す
る
も
の
で
あ
る
．

平
成
九
年
十
一
月
三
日

発
起
人

那
須
邪
市
医
師
会
長

大
田
原
市
長

北
城
産
業
（
株
）

｜
｜
宮
内
科
院
長

磯
医
院
院
長

日
本
医
史
学
会

栃
木
県
医
師
会

那
須
郡
市
医
師
会

阿
部
敏
夫

千
保
一
夫

北
城
・
栄
一

二
宮
陸
雄

磯
・
良
男
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